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応
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Inform
ation

C
offee break

岐阜市近郊の研究者を中心に連携できる内容を紹介し、

企業との橋渡しを目指しています。

シ
リーズ

産
学 連 携

・ 環境負荷物質の低減・除去法

・ 燃焼、熱利用、化学反応に関すること

・ 環境教育、省エネルギー教育につ

いて

・ 化学工学、反応工学、環境工学

・ 環境汚染物質の浄化装置の研究開発

・ 高効率エネルギーシステムの研究

開発

・ 焼却炉排ガス浄化装置の開発

・ 燃料電池排水素の酸化装置の開発

・ 高効率燃焼石炭種選定システムの

開発

・ 温暖化ガス除去装置の開発

相談できる内容

研究内容・専門分野

連携実績

温度が上昇すると、物質は固体から

液体に、液体から気体にと状態が変

化します。気体の温度が上昇すると

気体の分子は解離して原子になり、

さらに温度が上昇すると原子核のま

わりを回っていた電子が原子から離

れて、正イオンと電子に分かれます。

この現象は電離とよばれています。

そして電離によって生じた荷電粒子

を含む気体をプラズマとよびます。

プラズマとは

取材

岐阜市役所商工観光部

産業振興課　新産業Ｇ

TEL：058-265-4141（代）

内線 6253

大学院工学研究科　環境エネルギーシステム専攻

TEL：058-293-2581　E-mail: kambara@gifu-u.ac.jp
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ネ
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な
く
て
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生
き
て

い
け
ま
せ
ん
�
資
源
の
な
い
日
本
で
す
か
ら
�

将
来
エ
ネ
ル
ギ
�
で
困
る
こ
と
の
な
い
よ

う
�
仕
事
は
こ
の
分
野
で
活
躍
し
よ
う
と
学
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ら
考
え
て
い
ま
し
た
�
当
時
�
サ

ン
シ
�
イ
ン
計
画
と
い
う
石
油
代
替
エ
ネ
ル

ギ
�
の
開
発
プ
ロ
ジ
�
ク
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�
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ど
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験
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近
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す
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し
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